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グレタ・トゥーンベリ写真

Greta Thunberg（グレタ・トゥーンベリ）

「気候変動に立ち向かうべきだ

科学に耳を傾けるべきだ」

thelocal.se



気候マーチ
モントリオール
の様子（50万人）

気候マーチ
東京の様子
（600人）

「グレタ・トゥーンベリ」＝現象

instagram(@gretathunberg)
instagram(@fridaysforfuturetokyo)



仮説

①．個人の考えが及ぼす影響

それぞれ個人の考えが社会問題への消極性に影響して
いるのではないか

②．社会による影響

日本社会の環境が社会問題への消極性に影響している
のではないか



研究方法
①．内閣府の若者意識調査の結果から日本とスウェーデンの

若者の意識について比較を行った

②-１．日本及びスウェーデンの「グレタ・トゥーンベリ」
「Fridays For Future」に関する記事を収集した

②-２．Fridays For Future Japanにインタビュー調査を
行った



①個人の考えが及ぼす影響



我が国と諸外国の若者の意識に関する調査 （平成30年度）

・調査対象者：満 13歳から満29歳までの男女

（日本1,134人，スウェーデン1,051人）

・調査時期 ：平成 30 年11 月から 12 月までの間に実施

①個人の考えが及ぼす影響



Question

社会をよりよくするため，
私は社会における問題の解決に関与したい

1.そう思う
2.どちらかといえば そう思う
3.どちらかといえば そう思わない
4.そう思わない
5.わからない

①個人の考えが及ぼす影響



①個人の考えが及ぼす影響
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スウェーデン

日本

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

Q.社会をよりよくするため，私は社会における問題の解決に関与したい



Question

社会をよりよくするため，
私は社会における問題の解決に関与したい

1.そう思う
2.どちらかといえば そう思う
3.どちらかといえば そう思わない
4.そう思わない
5.わからない

この質問と、214個の他の質問クロス分析を行い、
日本とスウェーデンに見られる特徴の違いを考察した

①個人の考えが及ぼす影響



わかったこと

項目

ʷ賢さ・頭の良さ
ʷまじめさ
ʷ正義感
ʷ決断力・意志力
ʷ忍耐力・努力家

ʷ慎み深さ
ʷ明るさ
ʷやさしさ
ʷ体力・運動能力
ʷ容姿

Question
あなた自身のことについてうかがいます。
あなたは，以下のそれぞれについて

誇りを持っていますか。
あてはまるものをそれぞれ１つ選んでください。

選択肢

1. 誇りを持っている
2. どちらかといえば誇りを持っている
3. どちらかといえば誇りを持っていない
4. 誇りを持っていない

①個人の考えが及ぼす影響



わかったこと

日本

誇りが低い人は社会問題に
関与したがらない

私は不真面目だ…

私は忍耐力がない…
関わらないでおこう

スウェーデン

私は不真面目だ…

私は忍耐力がない…
でも私もやってみよう！

誇りの高さ/低さは関与への
積極性に影響しない

①個人の考えが及ぼす影響



賢さ、頭の良さ

正義感

忍耐力、努力家

決断力、意志力

まじめさ

慎み深さ

わかったこと
①個人の考えが及ぼす影響



①個人の考えが及ぼす影響
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誇りを持っていない

どちらかと言えば誇りを持っていない

どちらかと言えば誇りを持っている

誇りを持っている

日本：決断力、意志力

関与したい どちらかと言えば関与したい どちらかと言えば関与したくない 関与したくない

Q. 自分の決断力、意志力
に誇りを持っているか

Q. 社会問題の解決に関与したいか



①個人の考えが及ぼす影響
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①個人の考えが及ぼす影響

Q. 社会問題の解決に関与したいか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誇りを持っていない

どちらかと言えば誇りを持っていない

どちらかと言えば誇りを持っている

誇りを持っている

日本：賢さ、頭の良さ

関与したい どちらかと言えば関与したい どちらかと言えば関与したくない 関与したくない

Q. 自分の賢さ、頭の良さに
誇りを持っているか
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スウェーデン：賢さ、頭の良さ
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①個人の考えが及ぼす影響

Q. 社会問題の解決に関与したいか

Q. 自分の賢さ、頭の良さに
誇りを持っているか



調査のまとめ

日本
誇りが低い人は社会問題に

関与したがらない
私は不真面目だ…

私は忍耐力がない… 関わらないでおこう

スウェーデン

私は不真面目だ…

私は忍耐力がない… でも私もやってみよう！

誇りの高さ/低さは関与への
積極性に影響しない

日本…自分の性格のキャラ付けがそのまま社会問題への積極性に関係してくる
スウェーデン…自分の性格と社会問題の積極性に関係はない

①個人の考えが及ぼす影響



②社会による影響



オンライン記事
オンライン記事

グレタ・トゥーンベリさんや
活動に関する記事を収集

メディアが、グレタトゥーンベリさんや活動する若者をどう捉えているのか調査

https://www.thelocal.se/20190314/how-greta-thunbergs-school-strike-became-a
-global-climate-movement

https://www.sydsvenskan.se/2019-01-28/nej-greta-thunberg-k
ampar-inte-forgaves

②社会による影響



オンライン記事
山口智久「15歳スウェーデン少女の運動が日本にも広がった温暖化対策を訴
え金曜日に国会前に座り込む『Fridays For Future』」朝日新聞デジタル論座, 
2019年02月23日 https://webronza.asahi.com/business/articles/201902220
0008.html



出典：「2019年02月23日朝日新聞デジタル論座より」

取材した3人はいずれも環境NGOに関わっ
ていて、本人たちは認めないだろうが、
いわゆる『意識高い系』なのかもしれな
い。

「意識高い系」と表現
⇒活動者を特別視、揶揄しているのではないか？

朝日新聞デジタル 論座
山口智久氏 朝日新聞オピニオン編集⾧代理



Fridays for Future
ロゴ

Fridays for Futureにインタビュー

東京・仙台・名古屋・京都・神戸・広島の６都市

1. 日本の方が、スウェーデンより活動が広まらない
理由は何であると考えるか

2. どんな批判を受けることがあるか

質問

Fridays for Future

https://www.fridaysforfuture.org/materials

②社会による影響



A. スウェーデンより活動が広まらない理由は、
人々の「無関心」

インタビュー調査の結果

②社会による影響



人々の無関心

“気候変動や地球温暖化の問題そのものに対しての無理解や無関心である”ʬ仙台ʭ

“日本の環境負荷の現実（石炭火力発電所の新設やごみ処理などの問題等）を実感
している人が少なすぎるのだと思います”ʬ名古屋ʭ

“一般的に環境意識の低さやモラルの低さが目立つからだと思います”ʬ東京ʭ

“無関心が目立つ印象”ʬ神戸ʭ “大半の方は「無関心」です”ʬ名古屋ʭ

②社会による影響



なぜ「無関心」な人が多いのか？

①メディア 社会問題の報道が少ない

②社会による影響

“環境問題をメディアが取り上げるのが珍しいから
遠い話だと思っている人が多い”ʬ神戸ʭ

“気候変動に関する報道が少ない”ʬ広島ʭ

“日本のニュースを見ていても世界の動きが分からない。新聞やニュース等で
世界の状況を知るような機会を持ってない人が多い”ʬ仙台ʭ



なぜ「無関心」な人が多いのか？
②社会による影響

②環境 社会問題や政治行動が身近ではない

“欧米では、子どもの頃から、ストライキやデモを行なっている
大人達や学生がいつも身近にいて、学校やクラスでデモの参加を
呼びかけられることも多く、ストライキへの抵抗感が特にない様子。

日本では、社会問題と各教科の勉強は切り離されている”ʬ仙台ʭ
(海外では、授業の中で社会問題を取れ入れることもある)



インタビュー調査の結果

A. 最も多い批判は「デモ」という手段の否定

②社会による影響



デモという手段の否定
②社会による影響

“海外に比べて、デモのイメージが堅いと感じる” ʬ京都ʭ

“「デモではなく他の手段があるはずだ」という方は多いです”ʬ名古屋ʭ

“デモ＝政治で嫌なイメージを持たれる”ʬ神戸ʭ

“ストライキやデモなどは有効的な手段ではない”ʬ広島ʭ

“デモ行進そのものへの忌避感はあり「怖い」「何やってるの？」

と言った意見”ʬ仙台ʭ
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日本 スウェーデン

過去1年間にしたことがある

過去1年間にしたことはないが、もっと前にしたことがある

今までにしたことはないが、これからするかもしれない

今までにしたことがないし、今後もするつもりはない

ISSP 国際比較調査 2014年
デモに参加したことがありますか？

出典：SSP Research Group (2016): International Social Survey 
Programme: Citizenship II - ISSP 2014. GESIS Data Archive, Col
ogne. ZA6670 Data file Version 2.0.0, https://doi.org/10.4232/1.
12590



なぜ「デモ」に対して否定的なのか？

②社会による影響

デモへの忌避感

従う教育

“デモという行為が過激に捕らえられてしまう点
（全共闘や安保闘争の背景があるかもしれません)”ʬ東京ʭ

“日本社会で大きな勢力に逆らう行動をとることがタブーである認識。
教師や校則に従う教育で、そこに疑いを持っても逆らわないのが基本。
デモや反対運動が明らかに正義のためでも、既存の枠組みに対して目立って
しまうと、勢力への対抗とみられてしまう”ʬ神戸ʭ



関与したい！声を上げづらい

社会の圧
社会の
風潮

日本
特有の

②社会による影響



結論・考察



仮説

①．個人の考えが及ぼす影響

それぞれ個人の考えが社会問題への消極性に影響して
いるのではないか

②．社会による影響

日本社会の環境が社会問題への消極性に影響している
のではないか



結論
☆なぜ日本ではグレタ・トゥーンベリ（現象）が生まれないのか

-自身の性格の「キャラ付け」
①．個人の考えが及ぼす影響

誇りない…

私は
不真面目…

関与したくない･･･



結論
☆なぜ日本ではグレタ・トゥーンベリ（現象）が生まれないのか

②．社会による影響

・既存の枠組みに
対抗しづらい社会

・社会問題に対して
無関心にさせる社会



考察
☆結論から導いたこと

あの人は「すごい」からできるんだ…
⇒消極的になってしまう

自分に誇りがない人は･･･

社会問題に関与する人
⇒自分とは違う特別な人

このような環境では…

結論②
社会環境

結論①
個人の性格
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